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地域の防災活動に参加しよう地域の防災活動に参加しよう

　1995年1月17日に発生した「阪神・淡路大震災」
では、救助された人（自力で脱出を含む）の約95%
は自力でまたは家族や隣人によって救助されています。
私たちの地域では、お互いに救助することができる
でしょうか？また、協力して初期消火を行うことがで
きるでしょうか？

地震などの災害の際に、被害を最小限とする
ためには、消防機関などの公共機関の活動（公助）
だけでなく、地域住民相互による援助（共助）や
自ら身を守ること（自助）が不可欠です。
自主防災組織は、この「共助」のための中核と

なる組織で、かつ、「自助」を行う住民それぞれ
を直接・間接的に支える地域の基盤となるもの
です。

行政機関が把握し切れない地域の特性やきめ
細かい防災活動を目指して、自主防災組織は作
られます。お年寄りや要援護者がどこの家に住ん
でいるか、それらの方々をどのように安全な場所
へ移動することができるかなどの具体的な情報
を把握することです。
普段から地域に住んでいる人々や働いている

人々の参加が基本となる活動です。隣近所の助
けあいだけでなく、日頃からもしもの時に備え、
具体的な役割分担を図りながら、地震などの災
害が発生した際に、被害を最小限にできるよう準
備を進める組織です。

①自主防災組織への参加

自主防災組織の役割

平常時にすべきこと

　地区役員、自主防災会、防火防犯組合などにより、地域には自主防災組織が結成されています。日頃より、
地域の自主防災組織へ参加し、もしもに備えた準備をしておきましょう。

③イベントや防災訓練への参加
　地域で開催される、地震に備えたイベントや防災訓練へは、是非参加してください。避難場所がどこか、消
火活動はどのようなものかなど、実際に体験してはじめて分かることがたくさんあります。一度体験している
と、地震のときにパニックにならず冷静な対応もできるようになります。

②地域の人々との交流

自助→共助→公助

自主防災組織について

　もしものときに慌てず、被害を最小限とするためには、日頃か
ら地域の人々が交流を深めていることが重要です。自主防災組
織を結成するとともに、地域の人たちと協力し、少なくとも3日
間は自分たちの力で生きのびる備えをしておきましょう。

【自主防災組織の機能構成例】

【生き埋めや閉じこめられた際の救助】

自主防災組織
管理統括機能

消火機能
消火器等による消火

救出救護機能
負傷者の救出救護

情報収集・伝達機能
情報の収集・伝達

避難誘導機能
住民の避難誘導等

物資調達機能
物資調達・配分等
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出典：（社）日本火災学会「兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書」
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自主防災組織の活動（平常時）
ア． 講習会開催などによる防災知識の普及

イ． 防災用資機材の準備・点検

ウ． 地域内の防災環境チェック

エ． 防災訓練の実施

オ． 災害時要援護者などの把握と支援体制の整備 など
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